
第５期科学技術基本計画におけるスーパーコンピュータの位置付けについて

具体的には、気候変動の監視のため、人工衛星、レーダ、センサ等による地球環境の継続的観測や、スーパーコ
ンピュータ等を活用した予測技術の高度化、気候変動メカニズムの解明を進め、全球地球観測システムの構築に貢
献するとともに、気候変動の緩和のため、二酸化炭素回収貯留技術や温室効果ガスの排出量算定・検証技術等
の研究開発を推進し、さらには、長期的視野に立った温室効果ガスの抜本的な排出削減を実現するための戦略策
定を進める。

（３）地球規模課題への対応と世界の発展への貢献
① 地球規模の気候変動への対応

このため、国は、「特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律」に基づく最先端の大型研究施設について、
産学官の幅広い共用と利用体制構築、計画的な高度化、関連する技術開発等に対する適切な支援を行う。

また、計算科学・データ科学を駆使した革新的な機能性材料、構造材料等の創製を進めるとともに、その開発期間
の大幅な短縮を実現する。

※平成27年12月10日 総合科学技術・イノベーション会議 基本計画専門調査会
「科学技術基本計画について（答申案）」

第３章 経済・社会的課題への対応
（１）持続的な成長と地域社会の自律的な発展
③ ものづくり・コトづくりの競争力向上

第４章 科学技術イノベーションの基盤的な力の強化
（２）知の基盤の強化
② 研究開発活動を支える共通基盤技術、施設・設備、情報基盤の戦略的強化

ⅱ）産学官が利用する研究施設・設備及び知的基盤の整備・共用、ネットワーク化
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